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機能の概要
新機能: 品質通知の機能強化

お客様の課題

ソリューション領域

SAP Ariba でこの課題に対応

実装に関する情報

実現される主なメリット

前提条件および制限事項

実装の難易度

関連する地域

ロータッチ/容易

グローバル

SAP Ariba Supply Chain Collaboration この機能は、該当するソリューションを使用している
すべてのお客様に対して自動的に有効になります
が、お客様が設定する必要があります。

バイヤーは、SAP Ariba Supply Chain Collaboration ソ
リューションの品質コラボレーションモジュールの使用権
限を保有している必要があります。
サプライヤは、品質コラボレーションコンポーネントの使用
権限を保有しているバイヤーとの取引関係を結んでいる
必要があります。

現時点では、サプライヤが注文書なし品質通知を
作成できないようにするオプションは用意されており
ません。また、サプライヤが注文書なしで開始した
品質通知についての処理を、複数の ERP バックエ
ンドシステムで行うためのサポートもありません。
現在、サプライヤは品目コード/品番のない品目
(間接的な注文書) に対して品質通知機能を使用す
ることができません。
現在、任意のフィールド [処理担当者種別]、[処理
担当者 ID]、[処理担当者名] は、手動での入力が
必要なテキストフィールドとなっています。入力した
データが誤っていると、バイヤーの ERP で品質通
知にエラーが発生します。

新しく導入される通常設定の取引ルールにより、バイ
ヤーとサプライヤが、複数の ERP バックエンド環境
で注文書なしの間接的なオーダーについて品質通
知に関するコラボレーションを行えるようになります。

品質通知に関するタスクの作成時に、[処理担当者
種別]、[処理担当者 ID]、[処理担当者名] で選択で
きる値のリストが表示されます。

品質コラボレーションの範囲が拡張され、注文書なしの
間接的なオーダーでも使用できるようになるため、バイ
ヤーとサプライヤ両方がより幅広い品質の問題に対応
できるようになります。ソリューションの柔軟性が改善さ
れており、品質コラボレーションプロセスをより効果的に
実行できるため、プロセスのコンプライアンスが確保され
ます。
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機能の概要
新機能: 品質通知の機能強化

詳細な機能情報

[通常設定の取引ルール] ページに、[品質コラボレーションルール] セクションが新たに追加されています。

ここで、以下のルールが提供されています。

 注文書なし品質通知を作成することをサプライヤに許可する

このルールにチェックを付けると、サプライヤは、注文書なし品質通知の作成と、ルーティングのエンドポイントが複数ある場合に適用するシステ
ムの選択を行えるようになります。チェックを付けない場合は、品質通知は常に通常設定のルーティングエンドポイント/システムに送信されま
す。
通常の設定: いいえ

 品番のない間接的なオーダーに関する品目通知を送信することをサプライヤに許可する

このルールにチェックを付けると、サプライヤは [顧客の品番] と [顧客の所在地] を指定しなくても、明細の品質通知を送信できるようになりま
す。このルールを適用すると、この 2 つの品質通知フィールドが任意となります。
通常の設定: いいえ

 注文書なし品質通知を送信することをサプライヤに許可しない

このルールにチェックを付けると、サプライヤはオーダーを参照している品質通知のみを作成できます。チェックを付けない場合、サプライヤは
[品質] タブで注文書なし品質通知を作成できます。

通常の設定: いいえ
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機能の概要
新機能: 品質通知の機能強化

品質コラボレーションルール ルールにチェックを付けた場合 ルールにチェックを付けない場合

複数の ERP 環境で注文書なし品質通知を作成する
ことをサプライヤに許可する

新しい [顧客ルーティング ID] フィールドで、顧客の
エンドポイントの 1 つに対して品質通知を送信する
システム ID をリストから選択できます。

[顧客ルーティング ID] フィールドは非表示になって
います。品質通知の送信には、顧客の通常設定の
システム ID が使用されます。

品番のない間接的なオーダーに関する品目通知を
送信することをサプライヤに許可する

[顧客の品番] および [顧客の所在地] フィールドへ
の入力が任意となります。

[顧客の品番] および [顧客の所在地] フィールドへ
の入力が必須となります。

注文書なし品質通知を送信することをサプライヤに
許可しない

[品質通知の作成] ボタンは表示されません。 [品質通知] ページに [品質通知の作成] ボタンが表
示されます。これを使用して、オーダーを参照してい
ない品質通知を登録することができます。

[品質通知] ページについては、新しい品質コラボレーションビジネスルールに関するいくつかの変更点があります。
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機能の概要
新機能: 品質通知の機能強化

通常設定の取引ルール: [複数の ERP 環境で注文書なし品質通知を作成することをサプライヤに許可する] の有効化

[顧客ルーティング ID] フィールドで、リストからシステム ID を選択できます。
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機能の概要
新機能: 品質通知の機能強化

通常設定の取引ルール: [品番のない間接的なオーダーに関する品目通知を送信することをサプライヤに許可する] の有効化
. 

[顧客の品番] および [顧客の所在地] フィールドへの入力は任意です。
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機能の概要
新機能: 品質通知の機能強化

通常設定の取引ルール: [注文書なし品質通知を送信することをサプライヤに許可しない] の有効化

[品質通知の作成] ボタンは表示されません。

注: サプライヤが複数のバイヤーと関係を結んでいる場合、該当のバ
イヤーを検索フィルタの [顧客] フィールドに入力すると、そのバイヤー
にこの取引ルールが適用されます。
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品質通知にタスクを追加すると、任意のフィールド [処理担当者種別]、[処理担当者 ID]、[処理担当者名] が、ソースシステムから送信されたエン
トリが含まれるリストフィールドとして表示されます。従来は、これらのテキストフィールドにおいて手動で誤った値が入力されると、ERP システムで
エラーが発生する可能性がありました。


